


JR船橋駅北口地下駐車場完成！



1
1
月
2
6
日
、
調
船
橋
駅
北
口
地
下
駐
車
場

が
完
成
、
記
念
式
典
の
あ
と
利
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

5
3
万
都
市
・
船
橋
の
表
玄
関
調
船
橋
駅
周

辺
は
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
市
で

は
、
昭
和
6
3
年
か
ら
調
船
橋
駅
北
口
地
下
駐

車
場
と
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
て
い
た
も

の
で
す
。

完
成
し
た
地
下
駐
車
場
の
収
容
台
数
は
、

5
6
3
台
。
場
内
は
、
ま
す
ま
す
大
型
化
す

る
最
近
の
乗
用
車
も
楽
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
車
道
を
広
く
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
全
面
で
は
、
消
火
設
備
や
空
調

設
備
な
ど
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
い
場
内
で
す
ぐ
駐
車
位
置
が

分
か
る
よ
う
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
色
分
け
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
植
物
や
動
物
の
か
わ
い
い
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
駐
車
場
は
、
地
下
一
階
に
あ
る
監
視

セ
ン
タ
ー
で
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
す
べ
て
の
利
用

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
最
新

の
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
状
況
は
、
調
船
橋
駅
の
周
辺
5
か
所
に
設

置
し
た
情
報
標
識
板
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ

の
標
識
板
で
は
満
・
空
車
の
ほ
か
、
駐
車
場

の
開
閉
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

大
変
便
利
で
す
。
ま
た
、
駐
車
場
の
利
用
台

数
や
各
標
識
板
の
表
示
内
容
は
、
随
時
県
交

通
管
制
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
、
交
通
情
報
に

も
利
用
さ
れ
ま
す
。

地
下
駐
車
場
と
同
時
に
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
駅
前
広
場
も
一
部
完
成
し
、
同
じ
く

2
6
日
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
広

場
は
二
階
建
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

一
階
部
分
に
は
、
県
内
で
初
め
て
　
〝
ワ
ン
ア

イ
ラ
ン
ド
方
式
〟
　
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
導

入
、
二
階
部
分
は
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

（
歩
行
者
用
通
路
）
　
を
建
設
し
、
こ
れ
ま
で

平
面
的
に
交
差
し
て
い
た
人
と
車
を
完
全
に

分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
一
階
と
二
階
は
、
階
段

の
ほ
か
、
5
基
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

二
階
の
デ
ッ
キ
部
分
に
は
、
現
在
、
来
年

3
月
の
完
成
に
向
け
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

利
用
で
き
る
お
祭
り
広
場
や
か
ら
く
り
時
計

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
か

ら
く
り
時
計
は
、
姉
妹
都
市
の
デ
ン
マ
ー
ク

・
オ
ー
テ
ン
セ
市
で
生
ま
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
童
話
を
題
材
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
高

さ
7
・
5
㍍
、
幅
1
・
2
㍍
。
仕
掛
け
は
二

段
で
、
人
魚
姫
と
王
子
、
親
指
姫
と
王
子
の

人
形
が
そ
れ
ぞ
れ
交
互
に
出
て
き
て
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
踊
る
と
い
う
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク

な
も
の
。
こ
の
お
祭
り
広
場
が
完
成
す
る
と

総
武
線
沿
線
で
も
っ
と
も
近
代
的
で
、
楽
し

い
駅
前
広
場
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



船
橋
市
に
と
っ
て
初
め
て
の
姉
妹
都
市
で

あ
る
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ヘ
イ
ワ
ー

ド
市
友
好
親
善
使
節
団
が
来
船
、
船
橋
市
を
訪

れ
、
1
0
月
3
0
日
か
ら
二
一
日
間
に
わ
た
っ
て
市

内
を
見
学
し
ま
し
た
。

3
0
日
、
マ
イ
ケ
ル
・
ス
イ
二
－
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
一
行
6
人
は
、
完
成
間
近
の
調

船
橋
駅
北
口
地
下
駐
車
場
や
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
た
あ
と
、
市
役
所
に
大
橋
和

夫
市
長
を
表
敬
訪
問
。
ス
イ
ニ
ー
市
長
は
、

「
短
い
期
間
で
す
が
、
色
々
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
世
界
に
は
多
様
な
文
化
が
あ
り
ま

す
が
、
姉
妹
都
市
を
結
び
、
お
互
い
の
文
化

を
知
る
こ
と
で
、
世
界
の
平
和
、
繁
栄
、
幸

せ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
大
橋
市
長
と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、

両
市
の
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
一
行
は
、
市
議
会
議
場
と
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
市
の
電
算
シ
ス
テ
ム

を
視
察
し
ま
し
た
。

翌
3
1
日
、
一
行
は
、
ま
ず
昨
年
8
月
完
成

し
た
南
部
清
掃
工
場
を
視
察
、
最
新
の
公
害

除
去
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し

た
。
海
外
帰
国
子
女
教
育
の
セ
ン
タ
ー
校
で

あ
る
葛
飾
小
学
校
で
は
、
帰
国
子
女
の
子
供

た
ち
と
英
語
で
話
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

交
換
を
し
た
あ
と
各
教
室
を
訪
問
、
子
供
た

ち
か
ら
握
手
攻
め
の
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た

教
師
出
身
で
現
在
も
公
務
の
合
い
間
に
教
壇

に
立
つ
ス
イ
ニ
ー
市
長
も
、
熱
心
に
見
学
し

て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
ヘ
イ
ワ
ー
ド
市
の
モ

ロ
ー
高
校
と
姉
妹
校
と
な
っ
た
市
立
船
橋
高

校
で
は
、
姉
妹
校
提
携
一
周
年
を
記
念
し
て
、

ア
メ
リ
カ
杉
や
船
橋
市
の
木
さ
ざ
ん
か
な
ど

を
記
念
植
樹
し
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。
最

後
に
訪
れ
た
ワ
ン
バ
ク
王
国
で
は
、
今
年
の

夏
へ
イ
ワ
ー
ド
市
を
訪
れ
た
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
一
行
を
出
迎
え
、
一
緒
に

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
し
た
り
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

両
市
は
、
姉
妹
都
市
提
携
以
来
様
々
な
交

流
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来

年
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
、
両
市
の
交

流
は
、
さ
ら
に
活
発
化
し
発
展
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。



囲碁を通じて深まる友好

船橋市・西安市親善囲碁大会 開催

まちなかの

文化財



市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
民
ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

お
正
月
の
過
ご
し
方



街
角
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ふなばしの民話

アトリエ訪問



サ
ー
ク
ル
通
信

ペット・インタビュー

WE ARE IN FUNABASHI

あとがき



船
橋
名
木
1
0
選
決
ま
る


